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論文審査の結果　の　要　旨
点滴潅漑は水の効率的利用に優れ土壌中の塩類集積が少ない潅漑法であるので，乾燥地域にお
いて広く利用されている。点滴潅漑の用水計画では，圃場における土壌水分特性，畑地水分消費
特性及び気象特性等の基礎的要因を明らかにして，作物の蒸発散量や根群域水分量を検討し，港
概の間断日数と計画潅漑水量が決定される。
本研究では，より正確な蒸発散量の算定手法を導入すると同時に，港概水の水質要因に着目し
て塩水と富栄養化した潅漑水を取り上げ，点滴潅漑の用水計画に必要な基礎的要因の検討を試み
たものである。本研究の成果は次の3つの部分から構成される。
1．イラン国と本学の乾燥地研究センターの圃場を取り上げ，気象データを利用した6種類の蒸
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発散量算定モデルを用いて牧草の蒸発散量について検討した。同時に短期間（8年以内）の気象デ
ータを用いる場合の蒸発散量の予測値に閲し統計的な検討を行った。モデルの種類は，Ｐｅｎｍａｎモ
デル（ＰＥ），Ｐｅｎｍａｎ・Ｍｏｎｔｅｉｔｈモデル（ＰＭ），Ｗ王ｉｇｈｔ・Ｐｅｎｍａｎモデル（ＷＰ），Ｂｌａｎｅｙ・Ｃｒｉｄｄｌｅモ
デル（ＢＣ），Ｒａｄｉａｔｉｏｎｂａｌａｎｃｅモデル（ＲＢ），Ｈａｒｇｒｅａｖｅｓモデル（ＨＧ）である。ライシメーターで
得られた実験値を用いて検証した結果，ＢＣ＞ＷＰ＞ＰＭ＞ＨＧ＞ＲＢ＞ＰＥの順序で誤差が少なく，
ＰＥモデルによる場合が統計的にも信頼性の高い予測値を示すことを明らかにした。
2．国営東伯農業水利事業地区内に，現在よく利用されている4～8種類の点滴エミッターを供試
して，点滴濯概施設の生物学的目詰まり障害に関して検討を行った。濯概水中のプランクトン数は，
2002年の場合港概開始時期の4月，2003年の場合8月未にピークが現れ，潅漑水の富栄養化は
年々増加した。プランクトン数の増加に伴って，滴下口径の小さいエミッターほど滴下流量が減
少し，目詰まり障害が増加した。塩素処理水を注入して目詰まり防止を検討した結果，エミッタ
ーの滴下流量が改善され　目詰まり障害防止に有用で奉ることが提案された。
3．乾燥地研究センターの大型ガラス室砂床にトウモロコシを栽培して塩水潅漑を行い，エミッ
ターからの湿潤半径内における土壌水分量（Ｏｗ），土壌水の電気伝導度（ＥＣｗ）に閲し，3種類の
潅漑水量，潅漑後の経過時間，作物生育時期等との関係について検討を行った。ＯｗとＥＣｗは，
潅漑水量にかかわらず，生育の初期，最盛期，後期の順に増加し，Ｏｗの最大値（ＥＣｗの最小値）
は，各港概水量及び生育時期においてエミッターから半径10ｃｍ離れた位置に発生した。この位
置のＥＣｗの最小値は，標準潅漑水量の場合潅水後2～3時間に生じ，潅漑水量が大きい場合さら
に1時間程度遅れた。塩水潅漑においてＥＣｗを小さくして適用効率を高くするには，エミッター
間隔は25ｃｍ～30ｃｍ，潅漑水量は標準区より20～40％増加させることが提案された。
本研究では，乾燥地の点滴潅漑の用水計画において，作物の蒸発散量予測について正確な
算定手法を提案すると同時に，潅漑水の水質を考慮した用水計画の検討を行い，新しい基礎
的要因をいくつか明らかにしている。これらは，乾燥地における点滴港概の用水計画において，
現在課題とされる潅漑システムの目詰まり障害防止や節水的な潅漑水量の決定に大きな意義を
有するものであり，学位論文として十分な価値があるものと判定する。
43
